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大
空
へ

平成３０年６月⑴

聴
）
で
開
催
し
、
学
生
・
教

職
員
合
わ
せ
て
約
６
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
同
大
学
の
中

期
計
画
の
一
つ
で
あ
る
競
技

力
向
上
を
図
る
た
め
、
全
て

の
学
生
及
び
そ
の
育
成
に

あ
た
る
顧
問
教
員
等
が
一
堂

に
会
し
、
相
互
の
理
解
と
連

携
を
深
め
、
全
国
・
国
際
的

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指

　

鹿
屋
体
育
大
学
が
、
鹿
屋

市
と
連
携
し
て
昨
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
日
本
版
Ｎ

Ｃ
Ａ
Ａ
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
モ

デ
ル
」
事
業
の
地
域
密
着
ス

ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
名
が
、『
Ｂ

ｌ
ｕ
ｅ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
（
ブ

ル
ー
ウ
ィ
ン
ズ
）』
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
の
澄
ん
だ
空
と
海
の

色
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
同
大
学

の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
も
あ

る
ブ
ル
ー
と
勝
利
を
意
味
す

る
「
Ｗ
ｉ
ｎ
」
を
含
ん
だ
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
し
て
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
様
々
な
取
り
組
み

に
活
用
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

4
月
26
日
に
は
同
大
学
か

ら
松
下
雅
雄
学
長
と
瓜
田
吉

久
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
室
長
が
、
鹿
屋

市
か
ら
は
中
西
茂
市
長
が
出

席
し
て
ブ
ラ
ン
ド
創
設
記
者

会
見
を
実
施
し
、
ブ
ラ
ン
ド

創
設
の
意
義
や
期
待
さ
れ
る

効
果
等
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
、
地
域

の
一
体
感
や
活
性
化
を
促

す
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
と
な
り
、
鹿
屋

市
・
大
隅
地
区
に
ス
ポ
ー
ツ

を
「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え

る
」
文
化
を
確
立
す
る
た
め

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

日本版ＮＣＡＡ
「ＫＡＮＯＹＡモデル」事業
地域密着スポーツブランド名が決定！

『Ｂｌｕｅ Ｗｉｎｄｓ』

　

先
日
、
鹿
児
島
市
で
の
会

議
に
出
か
け
る
際
に
、
い
つ

も
よ
り
も
一
本
早
い
フ
ェ
リ
ー

に
乗
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
会

議
ま
で
に
1
時
間
の
余
裕
が

生
じ
、
鴨
池
港
か
ら
30
分
ほ

ど
歩
い
た
。
ゆ
っ
く
り
歩
く

と
、
新
緑
の
爽
や
か
な
風
を

感
じ
る
と
と
も
に
、「
い
つ
も

と
は
違
っ
た
道
を
探
索
し
よ

う
」
と
い
う
気
持
ち
ま
で
も

沸
い
て
き
た
。
結
果
、
会
議

会
場
ま
で
の
近
道
の
発
見
と

本
稿
を
考
え
る
機
会
を
得
た

▼
日
々
の
仕
事
で
は
、
授
業
、

会
議
、
打
合
せ
、
学
生
対
応

等
と
目
の
前
に
生
じ
た
課
題

や
問
題
の
対
処
に
追
わ
れ
、

何
も
し
な
い
時
間
を
多
く
と

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
の
体

験
は
、
新
た
な
こ
と
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
は
勇
気
が
必
要
な

こ
と
と
同
時
に
、
時
間
的
な

余
裕
が
な
い
と
で
き
な
い
こ

と
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た

▼
一
方
、
学
生
時
代
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
思
い
の
外
に
時

間
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

今
思
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
で
き
た
よ
う
な
気

も
す
る
が
、
で
き
な
か
っ
た
と

も
感
じ
る
。
そ
れ
は
、
あ
ま
り

も
暇
す
ぎ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

意
欲
が
生
ま
れ
て
こ
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
時
間
的
な

余
裕
を
生
ん
で
何
か
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
す
る
に
は
、
充
実
し

た
場
面
、
仕
事
、
学
業
、
部
活

動
が
前
提
条
件
の
よ
う
な
気

も
し
た
▼
つ
ま
り
、
充
実
と

余
裕
、
緩
と
急
、
そ
の
適
度
な

組
み
合
わ
せ
を
意
識
し
、
調

整
す
る
こ
と
が
、
新
た
な
発

見
や
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ

し
て
、
そ
ん
な
時
間
を
創
れ

る
よ
う
に
ま
た
働
く
か
と
も

思
っ
た
。（
Ｈ
・
Ｋ
）

「
第
17
回
競
技
力
向
上
の
会
」を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
４

月
27
日
に
「
第
17
回
競
技

力
向
上
の
会
」
を
水
野
講
堂

と
大
学
院
棟
大
講
義
室
（
ス

ト
リ
ー
ム
配
信
を
ラ
イ
ブ
視

◆平成30年度  強化指定競技
競技区分 競　技　名

スポーツ
個人競技

陸上競技、テニス、体操競技、水
泳、ヨット、ウインドサーフィン、
ボート、カヌー、自転車競技

スポーツ
団体競技

テニス、体操競技、バレーボール
（女子）、バスケットボール（女子）、
サッカー、ビーチバレー（男子）

武　　道 柔道、剣道、なぎなた

◆平成30年度　重点強化指定チーム
競技団体名 氏　　　名（エントリーメンバー）

テニス部

岩永　信哉、林　大地、藤田　尚也、
森脇　亮太、青木　駿弥、宇野　敦也、
岡村　浩太、里見　大河、谷村　嘉紀、
吉松　瑞生、浅田　幸輝、小川　弘貴、
田代　翔、平原　美咲、英　凪紗、
前原　茉彩、鈴木　日菜、東　美月

体操競技部 大村　幸輝、大﨑　斐央利、上田　直樹、
中谷　至希

女子バレーボール部
原　真結香、白澤　明香里、上本　珠海、
興梠　里欧、藤原　舞香、山岡　瑞希、
岩下　倖紀、金本　彩花、田部　咲来

女子バスケットボー
ル部

石塚　可菜、貞中　愛莉、篠原　瑞季、
時長　美桜、福山　莉可、藤永　望花、
大底　鈴奈、國松　愛依、白石　楓夏

男子バレーボール部
（ビーチバレー） 岩本　丈、柳　泰雅

剣道部
山崎　仁平、寺田　清貴、齋藤　拓仁、
鶴浜　貴志、曽田　峻平、片山　果沙稀、
日髙　榛花、松本　泉帆

なぎなた部 畠山　花菜、三浦　里帆、上地　星菜

◆平成30年度  重点強化指定選手
競　技　名 氏　　　　名

陸上競技 許田　悠貴、高木　駿一
テニス 今村　凪沙
体操競技 前野　風哉、堀内　柊澄、杉野　正尭、長谷川　瑞樹
水泳 小林　祐馬、山口　藍李
ヨット 伊藤　愛梨、川邉　朱里
ウインドサーフィン 由里　亮太、渡邊　純菜
ボート 四方　美咲

カヌー 田原　瞭太、森　愛奈、林田　薫、溝口　朋美、森黒　開、橋沼　新、
佐藤　博幸、日髙　将希、柚野　秀斗、下屋敷　泰成、岡村　真鳥、横山　瑞紀

自転車競技 橋本　優弥、阿部　将大、松本　憲斗、徳田　匠、長松　大祐、
西島　叶子、冨尾　大地、真鍋　智寛、岸田　剛、中井　彩子

バレーボール（女子） 中山　恭佳、安田　睦実
バスケットボール（女子） 大串　梨沙
柔道 牧田　朱加、吉野　敦哉、森田　将矢、松西　夢紀
剣道 松本　智香、村田　桃子、前田　はづき、村田　ひいろ、牧島　凜太郎

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
学
生
参
加

型
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
平
成
30
年
度
重

点
強
化
指
定
選
手
・
チ
ー
ム

の
目
標
又
は
抱
負
の
紹
介

な
ど
充
実
し
た
内
容
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
他
の
競
技
者

へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
得

ら
れ
る
よ
う
な
練
習
内
容

の
報
告
や
国
内
大
会
さ
ら

に
は
国
際
大
会
で
の
活
躍

を
誓
う
選
手
達
に
、
競
技

種
目
を
越
え
て
感
嘆
の
声

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

同
大
学
と
し
て
は
２
０ 

２
０
年
に
東
京
で
開
催
さ

れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ

の
日
本
代
表
候
補
者
の
育

成
・
輩
出
に
向
け
、
引
き
続

き
全
体
的
な
競
技
力
の
向

上
に
繋
が
る
よ
う
様
々
な

方
策
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

す
た
め
の
志
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
4
月
に
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
17
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

会
は
、
世
界
ト
ッ
プ
の

競
技
者
を
目
指
す
要
件
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
、
平
成

29
年
度
重
点
強
化
指
定
選

手
・
チ
ー
ム
の
活
動
報
告
、
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タ
イ
王
国
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
覚
書
締
結

　

４
月
19
日
、
新
入
生
を
迎

え
た
鹿
屋
体
育
大
学
学
生
宿

舎
で
今
年
１
回
目
の
大
掃
除

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

掃
除
は
、
例
年
４
月
と
11
月

に
自
治
会
で
あ
る
学
生
宿
舎

会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し

て
お
り
、
今
回
は
共
用
部
分

の
引
っ
越
し
ご
み
や
私
物
撤

去
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
新
入
生
も
、

先
輩
た
ち
か
ら
の
指
導
の
も

と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

５
月
10
日
に
は
同
じ
く
学

生
宿
舎
で
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
大

隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
中
央

消
防
署
の
ご
協
力
の
も
と
、

地
震
に
よ
り
Ｃ
棟
１
階
で
火

災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
に

よ
り
開
始
さ
れ
、
学
生
で
組

　

5
月
9
日
バ
ン
コ
ク
（
タ

イ
王
国
）
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
に

て
、
タ
イ
王
国
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
と
鹿
屋
体
育
大
学
、

鹿
屋
市
、
鹿
児
島
県
と
の
間

で
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
事
前
キ

ャ
ン
プ
に
関
す
る
覚
書
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
調
印
式
に

は
、
同
大
学
の
松
下
雅
雄
学

長
、
濱
田
幸
二
教
授
、
川
西

正
志
客
員
教
授
を
は
じ
め
、

中
西
茂
鹿
屋
市
長
や
鹿
児
島

県
観
光
課
関
係
者
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

は
タ
イ
王
国
内
№
1
の
人
気

ス
ポ
ー
ツ
で
、
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
16
位
（
ア
ジ
ア
で
は
世

界
1
位
中
国
、
6
位
日
本
、

10
位
韓
国
に
次
い
で
4
番

新
入
生
を
迎
え
た
学
生
宿
舎
で

大
掃
除
・
防
災
訓
練
を
実
施

　

今
春
鹿
屋
体
育
大
学
を

卒
業
（
修
了
）
し
た
学

生
の
進
路
状
況
に
つ
い

て
は
、
表
1
の
と
お
り
で

す
。
体
育
学
部
の
就
職
率

（
就
職
希
望
者
に
対
す
る

就
職
者
の
割
合
）
は
99
・

4
％
と
依
然
と
し
て
高
い

就
職
率
を
保
持
し
て
い
ま

表2．平成30年度就職支援行事（予定）

４月
・学内合同企業説明会期間
・第１回公務員採用模擬試験（地方上級型）
・第１回教員採用模擬試験（全国公開型）

６月 ・第１回就職ガイダンス
・就活セミナー①「就活スタートアップ講座」

７月
・就活セミナー②「夏休み活用講座」
・就活セミナー③「自己分析講座」
・教員採用試験直前対策（模擬面接）

８月 ・教員採用試験二次対策
10月 ・就活セミナー④「後期スタートアップ講座」

11月
・就活セミナー⑤「SPI 対策講座」
・第２回就職ガイダンス
・第２回公務員採用模擬試験（全国共通型）

12月 ・就活セミナー⑥「第１回就職塾」
・�就活セミナー⑦「グループディスカッション対策講座」

１月
・就活セミナー⑧「自己 PR 作成講座」
・就活セミナー⑨「第２回就職塾」
・就活セミナー⑩「就活直前対策講座」
・第２回教員採用模擬試験（全国公開型）

２月
・第３回公務員採用模擬試験（全国共通型）
・第４回公務員採用模擬試験（警察・消防型）
・第３回教員採用模擬試験（全国公開型）

３月・学外合同企業説明会バスツアー＠福岡市

す
。
そ
の
中
で
も
特
徴
の

あ
る
数
値
と
し
て
、
世
の

中
の
「
売
り
手
市
場
」
を

反
映
し
て
い
る
影
響
か
、

公
務
員
の
就
職
者
が
減
少

し
、
民
間
企
業
へ
の
就
職

者
が
大
き
く
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室

※１　「就職率」・・・就職希望者に対する就職者の割合
※２　「率（％）」・・・卒業・修了者合計に対するそれぞれの割合 キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

の
授
業
の
ほ
か
、
表
２
の

と
お
り
各
種
行
事
を
実
施

予
定
で
す
。
ま
た
、
４
月

９
日
～
26
日
の
期
間
に
実

施
し
ま
し
た
学
内
合
同

企
業
説
明
会
に
は
表
３
の

と
お
り
64
社
（
機
関
）
が

来
学
し
、
延
べ
約
１
０
０

名
の
学
生
が
期
間
中
に
参

加
し
ま
し
た
。
な
お
、
同

室
で
は
行
事
以
外
に
も
求

人
情
報
の
提
供
や
就
職
相

談
、
履
歴
書
・
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
、
面

接
指
導
な
ど
の
個
別
対
応

も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
就
職
活
動
の
現

場
は
ま
す
ま
す
「
売
り
手

市
場
」
と
言
わ
れ
お
り
、

企
業
の
採
用
担
当
者
は
よ

区分

体育学部　就職率 99.4%　※１ 大学院体育学研究科  就職率 100.0%　※１

スポーツ 
総合課程

武道 
課程 合計

率
（％）
※２

修士課程
合計 率

（％）
博士
後期 
課程

率
（％）
※２

体育学 
専攻

スポーツ国際
開発学共同専攻

進
路
先
等
内
訳

就
職
者

教
員

国公立：正規 1 2 3
23.6%

0 0 0
16.7%

0
40.0%私立：正規 3 0 3 1 0 1 1

期限付常勤・非常勤講師 31 9 40 2 0 2 1
公
務
員

警察官・刑務官等 7 17 24
12.8%

0 0 0
5.6%

0
0.0%

国・地方自治体 1 0 1 1 0 1 0

企
業
等

スポーツ関連企業 31 3 34
48.7%

4 2 6
55.6%

1
20.0%一般企業 49 12 61 4 0 4 0

自営業 0 0 0 0 0 0 0
進
学
者

大学・大学院 9 4 13
9.7%

3 0 3
16.7%

0
0.0%

その他（専門学校等） 4 2 6 0 0 0 0
その他 6 4 10 5.1% 1 0 1 5.6% 2 40.0%

卒業・修了者　合計 142 53 195 16 2 18 5

表１．平成29年度卒業者・修了者の進路状況　平成30年５月１日現在

り
良
い
学
生
の
獲
得
に
向

け
て
様
々
な
広
報
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
同
大

学
も
そ
れ
に
応
え
、
学
生

が
納
得
で
き
る
就
職
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
学
内

教
職
員
と
連
携
し
、
学
生

の
声
を
聞
き
な
が
ら
就
職

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。

表3．学内合同企業説明会　参加企業一覧　《五十音順、敬称略》

愛歯
アコーディア・ゴルフ
アルファイン【エステWAM】
いすゞ自動車九州
エコア
エスタ
エルビスリアルティ
大阪府警察
大隅肝属地区消防組合
オーリックグループ
ガーディアンシップ
鹿児島きもつき農業協同組合
鹿児島県警察
鹿児島ダイハツ販売
九州屋
熊本県警察
警視庁
(福)幸伸会 青山荘
(福)紘徳会
コスモプラス
コメリ
サカイ引越センター
佐川急便

自衛隊
ジャパンファーム
新栄住宅
THINKフィットネス
セノー
ソフトマックス
大和証券
大和冷機工業
垂水市役所
東海シープロ
東京消防庁
富田薬品
長崎県警察
南国興産
西日本新聞社
西日本フード
西原商会
ニシムタ
日伸産業
日本体育施設
日本通運
日本防蝕工業
日本ボディセラピスト協会

日本郵便
パナソニックホームズ
ハンズマン
ビッグモーター
福岡県警察
フクダ電子
プリンスホテル
細山田商事
ボディワークホールディングス
マースエンジニアリング
南九州ファミリーマート
南日本銀行
南日本放送
宮崎県警察
山口油屋福太郎
ユーコー
ランテック
LEOC

織
さ
れ
た
自
衛
消
防
隊
が
中

心
と
な
り
、
通
報
連
絡
、
初

期
消
火
、
避
難
誘
導
、
負
傷

者
の
救
助
、
避
難
者
の
点
呼

と
い
っ
た
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
同
消
防
署

員
か
ら
、
実
際
の
火
災
事
例

を
踏
ま
え
た
講
評
が
あ
り
、

皆
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い

ま
し
た
。

目
）
の
実
力
国
で
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
は
射
程
圏
内

で
、
同
大
学
を
訪

れ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

作
り
や
動
作
解
析

か
ら
得
た
練
習
で
、

競
技
力
を
向
上
さ

せ
た
い
と
代
表
監

督
は
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

関
係
者
の
積
極

的
な
誘
致
活
動
の

結
果
、
事
前
キ
ャ
ン

プ
が
決
ま
っ
た
の

は
鹿
児
島
県
初
で
、

早
速
今
年
7
月
末

か
ら
1
週
間
女
子

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

が
同
大
学
を
訪
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ

ー
で
動
作
測
定
や
練
習
を
行

う
予
定
が
組
ま
れ
ま
し
た
。防災訓練で負傷者の救助訓練を行う学生

大掃除で宿舎玄関の清掃に取り組む学生
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鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
と
共
同
研
究
契
約
を
締
結

卒
業
要
件
に
関
す
る

履
修
登
録
相
談

鹿屋体育大学財務課長
浦口　健一

学生課スポーツ支援係
松村　周平

◆
ご
あ
い
さ
つ

◆
新
た
な
気
持
ち
で

　

４
月
１
日
付
け
で
熊
本
高

専
か
ら
財
務
課
に
赴
任
い
た

し
ま
し
た
浦
口
と
申
し
ま

す
。

　

採
用
は
長
崎
大
学
で
、
法

人
化
の
際
に
九
州
大
学
を
、

ま
た
、
課
長
と
し
て
は
久
留

米
、
佐
世
保
、
熊
本
と
い
う

３
つ
の
高
専
で
総
務
課
長
、

学
生
課
長
を
経
験
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
い
ず
れ
も
会
計

系
で
し
た
の
で
、
日
々
ひ
た

す
ら
数
字
を
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
が
、
高
専
で
は
広
い

範
囲
に
携
わ
ら
な
け
れ
ば
な

　

４
月
１
日
付
け
で
学
生
課

ス
ポ
ー
ツ
支
援
係
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
松
村
と
申
し
ま

す
。
平
成
27
年
度
本
学
に
採

用
さ
れ
、
昨
年
度
は
１
年
間

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
先

で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
活
性
化
」
を
担
当
す
る
部

署
に
お
り
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
地
域
振
興
に
関
す

る
新
し
い
事
柄
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
職

員
と
の
業
務
の
違
い
に
苦
労

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
分
得
る
も
の
も
多

い
１
年
間
で
し
た
。

　

学
生
課
は
以
前
も
所
属
し

て
お
り
、
ま
た
学
生
支
援
業

　私たち柔道部は、顧問濱田幸二先生、副顧問中
村勇先生、監督の小山田和行先生をはじめ、大学
院生の堀歩未コーチの指導の下、主将平﨑省吾を
中心に男子 43 名、女子 17 名、総勢 60 名で日々
厳しい稽古・トレーニングに励んでいます。４月
から入部した 15 名の新入生から良い刺激を受け、
部の活動目的として「人間形成」と「競技力向上」
に重きをおいて、「地方から日本一、鹿屋から世
界へ！！」をチームスローガンとして、男女とも
に全日本学生での入賞を目標に掲げています。ま
た、個々の目標設定も明確にし、全員が同じ方向
に向かってより良い環境の中で充実した毎日を
送っています。
　昨年、男子においては九州大会の決勝で敗退し

悔しい結果となりましたが、新チームになってか
らは良い稽古ができているので、まずは九州学生
での『王座奪還』を目指します。女子においては
連覇を達成することができ、今年は連覇の記録更
新に挑戦します。また個人戦においては全日本学
生で吉野敦哉、堀歩未の２名が３位に入賞し、世
界選手権の一次選考を兼ねている講道館杯に男女
合わせて８名出場することができました。
　ここまでの結果を出すことができたのも、沢山
の方々のご支援・ご声援があったからこそだと強
く感じています。
　今後より一層精進していきますので、応援の程
よろしくお願い致します。

柔道部

課外活動団体紹介
左から甲斐特任助教、髙井准教授、松下学長、徳重代表、登尾GM

　

4
月
１
日
付
け
で
理
事
・

副
学
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

松
下
雅
雄
学
長
の
下
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
新
た
な
る
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
気
を

引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
は
学
生
時
代
陸
上
競
技

を
し
て
お
り
、
本
学
の
開
学

当
時
、
陸
上
競
技
の
試
合
で

本
学
学
生（
一
期
生
）と
走
っ

た
こ
と
が
あ
る
私
。
縁
あ
っ

て
昭
和
62
年
に
、
本
学
に
助

手
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ

理
事
就
任
の
ご
挨
拶

理
事（
教
務
・
学
生
・
研
究
・
国
際
交
流
担
当
）　

森　

司
朗

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
度

は
他
大
学
へ
の
異
動
も
経
験

し
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
に

再
度
、
呼
び
戻
し
て
い
た
だ

き
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　

こ
の
「
一
度
、
鹿
屋
体
育

大
学
を
離
れ
る
」
と
い
う
経

験
は
、
私
に
と
っ
て
本
学
の

持
っ
て
い
る
多
く
の
魅
力
・

可
能
性
を
外
か
ら
感
じ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
本
学
に

は
、「
鹿
屋
体
育
大
学
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
」「
鹿

屋
体
育
大
学
だ
か
ら
こ
そ
や

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
」
な
ど
多
く
の
夢
が
あ
り

ま
す
。

　

本
学
の
学
生
の
皆
さ
ん

は
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
武

道
を
経
験
す
る
と
い
う
大
き

な
原
石
を
も
っ
て
入
学
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
学
は
そ
の
原

石
を
磨
き
上
げ
る
た
め
の
豊

か
な
教
育
・
研
究
環
境
が
あ

り
、
こ
の
環
境
を
通
し
て
こ

れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
実
践

と
教
育
・
研
究
と
の
融
合
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
の
こ
の
よ
う
な
学
び

は
、
優
れ
た
専
門
性
を
も
つ

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
・

教
育
者
を
育
て
、さ
ら
に
は
、

豊
か
な
人
間
力
を
備
え
た
学

生
を
育
て
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
実
現
す
る
た
め
に
学
長
の

下
、
大
学
運
営
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
ぜ
ひ
皆
様
の
本
学
へ
の

ご
支
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
鹿
児
島
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
と
鹿
屋
体
育

大
学
は
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
に
お
け
る
試
合
時
の
移
動

デ
ー
タ
の
特
徴
に
関
す
る
共

同
研
究
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
の
研
究
は
、
選
手
の

試
合
時
の
移
動
デ
ー
タ
を
、

G
lobal positioning 

system

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
用

い
て
計
測
し
、
総
移
動
距

離
、
速
度
帯
域
別
移
動
距

離
、
高
速
度
で
の
移
動
の
向

き
な
ど
を
定
量
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
活
か
し
、
選
手
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

5
月
11
日
、
同
大
学
に

ら
な
い
た
め
、
最
近
で
は
数

字
に
対
す
る
執
着
心
が
や
や

薄
れ
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
今
回
、
財
務
課
と
い

う
こ
と
で
久
し
ぶ
り
に
真
剣

に
数
字
と
そ
し
て
電
卓
に
向

き
合
う
こ
と
が
楽
し
く
、
気

が
付
く
と
電
卓
を
叩
く
指
に

無
駄
に
力
が
入
っ
て
い
る
自

分
が
い
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
充
実
し

た
施
設
や
設
備
、
地
域
の
支

援
も
含
め
た
環
境
が
素
晴
ら

し
く
、
こ
の
よ
う
な
中
で

様
々
な
人
財
と
巡
り
合
え
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

務
に
携
わ
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
支
援
係
は
、
課
外
活

動
団
体
の
学
生
さ
ん
と
の
関

わ
り
も
多
く
、
本
学
ら
し
い

部
署
の
一
つ
で
す
。ま
ず
は
、

新
し
い
業
務
に
い
ち
早
く
慣

れ
、
し
っ
か
り
と
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
は
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
な
が
ら
、
新
た

な
気
持
ち
で
業
務
を
行
い
、

や
が
て
は
大
学
の
価
値
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
主

に
4
年
生
に
向
け
て
「
履
修

登
録（
卒
業
要
件
）の
相
談
」

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
履
修
登

録
期
間
中
の
３
日
間
を
設
定

し
て
、
学
生
自
身
が
履
修
し

た
い
科
目
や
卒
業
す
る
た
め

必
要
な
科
目
等
が
不
足
な

く
履
修
予
定
と
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
、

学
生
と
相
互
に
確
認

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
教
務
委
員
会

が
主
体
と
な
っ
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、

毎
年
4
年
生
を
中
心

に
約
40
名
が
相
談
に

訪
れ
ま
す
。

　

履
修
登
録
は
、
学

生
自
身
が
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
科

目
の
選
択
違
い
や
修

得
し
た
卒
業
要
件
単

位
数
の
カ
ウ
ン
ト
ミ
ス
等
を

防
ぐ
た
め
に
も
有
益
な
取
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生

か
ら
は
、「
一
緒
に
確
認
で

き
て
よ
か
っ
た
」「
見
て
い

た
だ
い
て
安
心
し
た
」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
、
毎
年
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。

て
共
同
研
究
契
約
締

結
に
関
す
る
記
者
会

見
が
行
わ
れ
、
鹿
児

島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ

Ｃ
か
ら
徳
重
剛
代
表

及
び
登
尾
顕
徳
Ｇ
Ｍ

が
、
同
大
学
か
ら
松

下
雅
雄
学
長
、
髙
井

洋
平
准
教
授
及
び
甲

斐
智
大
特
任
助
教
が

出
席
。
研
究
責
任
者

で
あ
る
髙
井
准
教
授

に
よ
る
共
同
研
究
の

概
要
説
明
等
が
あ
り

ま
し
た
。
会
見
に
は

多
く
の
報
道
陣
が
集

ま
り
、
活
発
な
質
疑

が
行
わ
れ
る
な
ど
関

心
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。
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鹿
屋
体
育
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
入
学
試
験
（
Ａ

Ｏ
入
試
）
の
企
画
・
広
報
・
実
施

に
関
す
る
業
務
等
を
行
う
た
め
、

平
成
15
年
度
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
本
学
の
教
育

研
究
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
Ａ
Ｏ
（
Ｓ
Ｓ
）
入
試

に
関
す
る
業
務
を
は
じ
め
、
入
学

者
選
抜
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
及
び
入
試
広
報
等
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
主
要
な
業
務
で

は
、
高
大
接
続
改
革
に
伴
う
「
本

学
の
新
し
い
入
試
制
度
の
構
築
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
今
の
大
学

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
変
化
す

る
な
か
、
本
学
で
は
、
求
め
ら
れ

る
新
た
な
学
力
の
３
要
素
（
①
知

識
・
技
能
、
②
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
の
能
力
、
③
主
体
性
を

持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て

　

４
月
27
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法

人
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
（
会
長
：
水
野
明
人
ミ
ズ

ノ
株
式
会
社
社
長
）
か
ら
、

本
財
団
に
対
し
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
助
成
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
同
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
の
澤
井
文
彦
事
務
局

次
長
か
ら
本
財
団
の
風
呂
井

敬
理
事
長
へ
百
万
円
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
金
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

資
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
本
財
団
で
は
、
冠
ス

ポ
ー
ツ
奨
学
金
と
し
て
全
国

学
ぶ
態
度
）
を
踏
ま
え
、
平
成
29

年
度
に
新
た
な
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
け
入
れ
方

針
）
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
に
基
づ
き
、
社
会
に
貢
献
す

る
よ
り
有
為
な
人
材
を
育
成
し
ま

す
。
そ
の
た
め
の
新
し
い
入
試
制

度
の
構
築
に
向
け
て
、
現
在
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公
益
財
団
法
人
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
が
助
成
金
を
贈
呈

【
学
内
共
同
研
究
教
育
施
設
だ
よ
り
】

【
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
だ
よ
り
】

鹿
屋
体
育
大
学

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

　
セ
ン
タ
ー
長
：
前
阪
　
茂
樹

【鹿屋体育大学　体育学部　アドミッション・ポリシー】

⒈体育学を学ぶための基礎的な力を身に付けている学生
　文系・理系に偏ることのない基礎学力とともに、自分の得意分野の実技能力をも身に付
けている学生
2. 自己表現ができる学生
　自分が身に付けた学力や実技で得た経験値を総合的に活用・応用し、スポーツ・武道お
よび体育・健康づくりに関する新たな課題やその解決策を考察し、他者に伝えることがで
きる学生
3. 新たな課題に挑む意欲のある学生
　礼節とスポーツマンシップを身に付けた、新たな課題に進んで挑戦しようとする、感性
豊かで協調性のある学生

的
規
模
の
競
技
大
会
で
極
め

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個

人
も
し
く
は
競
技
団
体
、
ま

た
は
競
技
能
力
が
高
く
全
日

本
ま
た
は
国
際
試
合
な
ど
で

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
学
生
等

に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
学
に
伴
っ
て
澤

井
氏
は
、
平
成
２
年
10
月
に

水
野
健
次
郎
氏
（
ミ
ズ
ノ
株

式
会
社
会
長
）
よ
り
寄
贈
さ

れ
た
「
水
野
講
堂
」
や
同
構

内
で
行
わ
れ
て
い
た
競
技
力

向
上
の
会
を
見
学
さ
れ
、
充

実
し
た
環
境
や
施
設
を
賞
賛

さ
れ
ま
し
た
。

風呂井理事長、澤井事務局次長、松下学長

　

賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国
際
交
流
、

学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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闘いのスケジュール ７月
１日・第60回全国国立大学柔道優勝大会
　　（東京/講道館）
　　・JWA九州選手権大会2018（ウインドサーフィン）
　　（大分/住吉浜リゾートパーク）
７日・第52回全日本女子学生剣道選手権大会
　　（東京/日本武道館）
　　・第12回全日本女子学生剣道東西対抗試合
　　（東京/日本武道館）
８日・第66回全日本学生剣道選手権大会
　　（東京/日本武道館）
　　・第65回全日本学生剣道東西対抗試合
　　（東京/日本武道館）
14日・第10回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会
　　（東京/日本武道館）
22日・第67回九州地区大学体育大会（陸上競技）
　　（～23　福岡/本城陸上競技場）

【陸上競技】
◆第52回織田幹雄記念国際陸上競技大会
（4/29　広島/広島広域公園陸上競技場）
▽男子
	 三段跳	 6位	 許田　悠貴

【水泳】
◆第94回日本選手権水泳競技大会
（4/3～8　東京/東京辰巳国際水泳場）
▽男子
	 1500m自由形	 7位	 小林　祐馬

【自転車競技】
◆第20回全日本学生選手権クリテリウム大会（自転車）
（滋賀/東近江市ふれあい運動公園内特設周回コース）
▽男子
	 40km	 4位	 重満　丈
▽女子
	 24km	 3位	 西森　彩良々

４月


